











































































































































































































































































































































































































































2)HansJbnas,、iﾉｍｍｈ２℃a１回992ｮJzl Chicago！ 1980;reprintl NewYoｪkD201qp､108.109
（以下ＰＥと略記）
的考察｣、豆.Ｔ,＝
この騰文には部分訳が存在する， ｢人体実験についての哲学ヨナス
Ｈ エンゲルハート、Ｈ・ヨナス他署、加藤尚武、飯田亘乏編『バイオエシッ
クスの基礎』東海大学出版会、1988年所収。
礎』と略記）のページ数を併記する。
（３）ｃｆＰＥ,ｐ､１１０
（４）ＰⅡ,pllO-111
（５）ｃｆＰＥ,ｐ､１１３
（６）ＰＥ,ｐｌｌ３
（７）ＰＥ,ｐｌｌ２
（８）ibid
咳当する訳文がある場合には邦訳書 (『基
兵士は戦場で己の全ての能力を駆使して戦わなければならないが、（９）もっとも、 人体実験
の被験者はそう
(ｴO)ＰⅡ,ｐ､１１３
(11)ＰＥ,ｐ・エ１５
(12)ibid．『基礎』
した自発性を自ら発揮する機会すら与えられない点で異なるとされる。
194頁
(13)結局これは自己自身、 あるいは神との関係にのみ成立する当為でしかない。
(14)cfPE,ｐ､116.121『基礎』194.197頁参照。
それは自己撰牲を払う者が人体実験の目的を真に(1６ )自己犠牲が仮に認められるとしたら、
自分のものとすること：｡P-..::局伝誌;志ができ、 人体実験の其の当事者であると言える場合
に限られるとヨナスはいう。
(16)ＰＥ,ｐｌ３２
(17)vgLHansJbnas』 ､44.47邦訳ＤｆｖＳＰ命勾bLe6en,FwmlrfinrtamMain,1994,s ヨナス
『生命の哲学』（細見和之・吉本陵駅）法政大学出版局、2008年、36-40頁参照。
(18)Pmp､１４１『基礎』２３３頁
(19)ＰＥ,ｐ,１３３
(20)ibid．『基礎」２０４頁
(織田年和・富永茂樹訳）法政大学出版局、１９８５年、ジラール『身代りの山羊』(21)ルネ‘
第２章参照。
(22)同上、９０頁
(23)同上奄１６４頁以下参照［
－３０－
シンポジウム「殺生」（加藤山本木潔）
死なれたことから来る恐れ、その恐れを認めたくないが故の怒りに折り合いを(24)例えば、 ブ
つけるためにアメ リカ先住民の中には天へ向かって矢を放つ種族がいるという。 また、
アメリカの軍隊が葬儀を行う際に、盆砲を放つのも、全く同じ理由によって行われるの
だという。凪キニープラー・ロス『死ぬ瞬間』（鈴木晶訳）中公文庫、２００１年、１９頁参
照。
(25)同上、２５頁
(26)もっとも、戦争の本質についてキニープラー・ロスは、先のジラールとよく似た認織を
している。
…それぞれ築団のアイデンティティを利用して他の集団を｢人間の築団というものは、
攻撃・破壊するが、これは破壊される恐怖の裏返しの表現である｡」同上、３０頁。つま
他の典団への攻撃によって自分たちの一体感を保持しようとする根源的な傾向があり、
ると告げているのである。
(27)同上、３２頁
(28)同上、３５頁
(29)J・アタリ『カーバリズムの秩序』（金塚貞文訳）みすず審房、1984年特に第Ⅳ章を参
照。
(30）『死ぬ瞬間１３０頁
(31)同上、３７頁
重度の障害や難病に苦しむ患者
|'しる状況や、要介漣の人々がい
(32)共同体が医療にどれだけの資源を配分するかによって、
の「家族に迷感がかかるから…」という常套句が発せられる状況や、
へと追い込まれるか否かという状況はまるで違ってくるはずわゆる「胃ろうアパート」
である⑤
－３１－
